家庭内暴力、デートDV、 
性的暴行、ストーカー行為に関する証明書
守秘義務に関する注：このフォームに記入された個人情報は、以下の守秘義務規定に従って、対象住宅提供者によって管理されます。
このフォームの目的あなたが対象住宅プログラムの下で支援されている住宅の入居者または申請者、あるいはそのプログラムに基づく仮住宅や賃貸補助を申請中または受給中で、女性に対する暴力禁止法（以下、「VAWA」）に基づく保護を求めており、「被害者」であることを証明する書類を対象住宅提供者から求められた場合、このフォームを使用することができます。このフォームには、「女性に対する暴力防止法に基づく入居権に関する通知」（フォームHUD-5380）を添付します。  
VAWAでは、被害者の年齢、性別、婚姻状況にかかわらず、個人とその家族を保護します。
「女性に対する暴力防止法に基づく入居権に関する通知」（フォームHUD-5380）に記載されている以外に、被害者の立場やVAWAによる暴力/虐待を主張したり、文書化したり、証明したりすることは想定されておらず、要求されることもありません。
このフォームは、対象住宅提供者から、被害者の立場またはVAWAにおける暴力/虐待事件に関する書類の提出を求められた場合に、これに応じる方法の1つです。フォームHUD-5380の「被害者であることを証明するために必要な書類」の項に記載されている第三者書類から1つ提出することもできます。対象住宅提供者は、この書類の提出を書面で求めた場合、少なくとも14営業日（土日祝日を含まない）の猶予期間を与えるものとします。
[bookmark: _Hlk133439850]情報の秘密は守られますか？VAWAの保護を求めたり、これについて質問したりした場合、対象住宅提供者は、VAWAにおける暴力/虐待に関する情報、あなた（または世帯員）が被害者であるという事実に関する情報（このフォームに記載された情報を含む）を厳重に秘密として取り扱わなければなりません。この情報は、他の賃貸ファイルとは別に、安全に保管する必要があります。この情報の閲覧は、(1) 特定の理由で必要であり、(2) その理由での閲覧を対象住宅提供者が明示的に承認し、(3) その承認が適用法に準拠している場合に、対象住宅提供者の従業員/代理人によってのみ許可されます。この情報は、(1) 期間限定で対象者の書面による許可を得た場合、(2) 退去や支援打ち切りの審問の一環として要求された場合、(3) 法律によって要求された場合を除き、他の誰かに提供されたり、他の誰かと共有されるデータベースに登録されたりすることはありません。
さらに、対象住宅提供者は、あなた（または世帯員）に対するVAWAにおける暴力/虐待を行った、または行うおそれがある人物にあなたの所在地が開示されないよう、厳格な機密保持措置を講じることを義務付けています。
英語以外の言語での情報が必要な場合はどうすればよいですか？スペイン語またはその他の言語でこのフォームを読むには、[対象住宅提供者の連絡先を記入; HOPWA提供者の場合は、助成団体名と連絡先を記入]に連絡するか、[該当する場合は、ウェブサイトを記入]にアクセスしてください。VAWAフォームの翻訳版は、https://www.hud.gov/program_offices/administration/hudclips/forms/hud5a#4でご覧いただけます。英語以外の言語をご利用の場合、対象住宅提供者は、VAWAの保護に関する言語支援（通訳や翻訳など）を提供しなければなりません。 
合理的配慮を求めることはできますか？対象住宅提供者は、障害のある人がVAWAの保護を平等に受けられるようにするために、規則、方針、慣行、またはサービスについて、必要と考えられる合理的な配慮を提供しなければなりません（書類提出の期限延長、書類記入の支援など）。退去手続き中であっても、たとえそれが初めてであっても、いつでも合理的配慮を求めることができます。対象住宅提供者が、ある特定の配慮が合理的でないとしてそれを却下する場合、まず対話を行い、可能な代替措置を共に検討する必要があります。また、対象住宅提供者は、障害のある人との効果的なコミュニケーションを確保する必要があります。
さらに支援が必要ですか？VAWAに関する詳細情報およびお住まいの地域での支援については、https://www.hud.gov/vawaをご覧ください。住宅支援団体に相談するには、[地域の支援団体・法律機関の連絡先を入力]にご連絡ください。 

[bookmark: _Hlk58588913]家庭内暴力、デートDV、性的暴行、またはストーカー行為の被害者本人、もしくはその被害者に代わって記入
[bookmark: _Hlk58588665]
1. [bookmark: _Hlk58589074]被害者の氏名：  _____________________________________________________________________
2. 記入者の氏名（被害者と異なる場合）：________________________________________________________
3. 他の世帯員の氏名：  ________________________________________________
________________________________________________________________________________________
4. 加害者の氏名（知っており、安全に開示できる場合）： ______________________________________
5. 最も安全で確実な連絡方法は何ですか？（複数選択可）
連絡先が変わったり、安全な連絡方法でなくなったりした場合は、対象住宅提供者に通知してください。
[bookmark: Check]|_| 電話    	電話番号：______________________________________________________________
ボイスメールを安全に受信可能ですか？|_| はい		|_| いいえ
|_|メール     	メールアドレス：__________________________________________________
メールを安全に受信可能ですか？|_| はい		|_| いいえ
|_|郵送	郵送先：_________________________________________________________
住宅提供者からの郵便物を安全に受け取ることができますか？ 	|_| はい		|_| いいえ
|_|その他	具体的に：______________________________________________________________
6. その他、住宅提供者があなたと安全に連絡を取るために知っておくべきことはありますか？________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________
該当する家庭内暴力、デートDV、性的暴行、ストーカー行為の定義：
家庭内暴力には、被害者の現在または過去の配偶者や交際相手、被害者と子を同じくする者、配偶者または交際相手として現在または過去に被害者と同居していた者、管轄区域の家庭内暴力法または家族内暴力法において配偶者と同等の立場にあると認められる者、または同法の下で保護の対象とされる成人または青少年の被害者に対して暴力を行ったその他の者による、重罪または軽犯罪の暴力行為が含まれます。 
被害者の配偶者または交際相手とは、被害者と恋愛関係または親密な関係にある者、またはあった者をいい、関係の長さ、関係の性質、関係にある者同士の交流の頻度によって判断されます。
デートDVとは、以下のような相手から振るわれる暴力のことです。
(1) 被害者と恋愛関係または親密な関係にある、またはあった者
(2) このような関係の有無は、以下の要素を考慮して判断されるものとします。(i) 関係の長さ、(ii) 関係の性質、(iii) 関係にある者同士の交流の頻度。
性的暴行とは、連邦法、部族法、または州法で禁止されている合意のない性行為を意味し、被害者に合意能力がない場合も含まれます。
ストーカー行為とは、特定の個人に対して、社会通念上、次のような影響を与える行為を指します。 
(1) 自身または他者の安全が脅かされると感じる。または
(2) 相当な精神的苦痛を受ける。
申請者または入居者による証明：以下に署名することにより、私は、本フォームに記載された情報が、私の知識と記憶の及ぶ限り真実かつ正確であること、また、私の世帯の1人以上が、上記の定義に該当する家庭内暴力、デートDV、性的暴行、ストーカー行為の被害者であること、または被害者であったことを証明します。   
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この情報収集にかかる公的報告の負担は、回答1件あたり平均20分と見積もられています。  これには収集、検討、報告の時間も含まれます。  この負担見積りの妥当性に関するご意見、負担軽減のためのご提案は、下記までお寄せください。Reports Management Officer, QDAM, Department of Housing and Urban Development, 451 7th Street, SW, Washington, DC 20410  VAWA対象プログラムの住宅提供者は、申請者または入居者に対し、VAWAにおける暴力/虐待の被害者であることの証明を求めることができます。  連邦機関は、現在有効な行政管理予算局の管理番号が表示されていない限り、この情報を収集することはできず、このフォームに記入する必要はありません。
